
８
月
19

日
に
定
期

大
会
を
開

催
し
２
０

２
３
年
度

の
闘
う
方

針
を
確
立

し
た
。
西

日
本
本
部

か
ら
は
大

北
書
記
長
が
参
加
し
た
。

大
会
は
、
福
井
県
支
部
の
佐
々

木
代
議
員
を
議
長
に
選
出
し
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。

討
論
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ

ア
問
題
、
組
織
拡
大
・
強
化
、

労
働
条
件
改
善
、
共
済
移
転
問

題
、
基
本
乗
組
数
の
問
題
、
指

令
員
の
質
の
問
題
、
検
査
周
期

延
伸
の
問
題
、
貨
物
職
場
の
問

題
な
ど
、
全
代
議
員
か
ら
活
発

な
発
言
が
あ
り
、
西
日
本
本
部

大
北
書
記
長
の
答
弁
、
山
口
執

行
副
委
員
長
の
答
弁
を
受
け
太

田
書
記
長
が
集
約
を
行
な
っ
た
。

役
員
改
選
が
あ
り
新
た
な
体
制

と
な
っ
た
。

今
大
会
に
お
い
て
、
山
口
執

行
副
委
員
長
、
笹
山
執
行
委
員

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間

お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
執
行
部
体
制

執
行
委
員
長

藤
野

能
章

執
行
副
委
員
長

土
合

聡

書

記

長

太
田

茂
雄

執
行
委
員

山
田

輝
男

執
行
委
員

山
村

実

執
行
委
員

坪
坂

康
弘

会
計
監
査
員

山
村

伸

会
計
監
査
員

堂
前

一
訓

８
月
19

日
に
定
期

大
会
を
開

催
し
、
一

年
間
の
運

動
の
総
括

と
向
こ
う

一
年
間
の

闘
う
方
針

と
新
執
行

部
体
制
を
確
立
し
た
。
西
日
本

本
部
か
ら
は
植
田
執
行
委
員
長

が
参
加
し
た
。

大
会
は
、
沖
中
代
議
員
を
議

長
に
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。大

会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
よ
っ
て
職
場
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、
職
場
や
鉄
道
輸
送
の

安
全
問
題
を
中
心
に
、
平
和
問

題
、
要
員
問
題
、
労
働
条
件
改

善
、
春
闘
の
取
り
組
み
、
ロ
ー

カ
ル
線
を
は
じ
め
と
す
る
利
用

者
の
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
を
守
る

課
題
、
機
関
活
動
の
問
題
、
組

織
拡
大
・
強
化
な
ど
活
発
な
討

論
が
行
な
わ
れ
、
中
野
執
行
副

委
員
長
の
答
弁
、
徳
永
書
記
長

の
集
約
を
行
な
っ
た
。

今
大
会
に
お
い
て
、
麓
執
行

委
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長

い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
執
行
部
体
制

執
行
委
員
長

佐
々
木
隆
一

執
行
副
委
員
長

中
野

健
二

書

記

長

徳
永

聖

執
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委
員

長
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保
宏

執
行
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員

福
本

正
彦

会
計
監
査
員

西
川

秀
則

会
計
監
査
員

石
井

雅
也

８
月
19

日
に
定

期
大
会
を
開
催
し
、

一
年
間
の
総
括
と

今
後
の
闘
う
方
針

の
確
立
を
行
な
っ

た
。
西
日
本
本
部

か
ら
は
大
和
執
行

副
委
員
長
が
出
席

し
た
。

大
会
は
、
大
内
代
議
員
を
議

長
に
選
出
、
安
宮
代
議
員
を
副

議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

討
論
で
は
、
組
合
員
資
格
の

問
題
、
掲
示
板
の
問
題
、
グ
ラ

ン
ド
シ
ニ
ア
の
問
題
、
シ
ニ
ア

の
手
当
問
題
、
シ
ニ
ア
ハ
ー
フ

の
問
題
、
組
織
拡
大
・
強
化
の

問
題
、
指
令
員
の
問
題
な
ど
様
々

な
問
題
点
が
報
告
さ
れ
た
。

西
日
本
本
部
か
ら
大
和
執
行

副
委
員
長
、
伊
野
執
行
委
員
、

近
畿
地
方
本
部
宮
野
執
行
委
員

が
答
弁
を
行
な
っ
た
。

今
大
会
で
は
、
本
田
執
行
副

委
員
長
、
谷
澤
書
記
長
が
退
任

さ
れ
、
新
執
行
部
を
確
立
し
た
。

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
執
行
部
体
制

執
行
委
員
長

山
本

泰
光

執
行
副
委
員
長
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修
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書
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司
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和
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竹
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会
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監
査
員

井
上

賢
治
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共
に
声
を
あ
げ
職
場
を
良
く
し
よ
う
！

北
陸
地
方
本
部
第
80
回
定
期
大
会

広
島
地
方
本
部
第
79
回
定
期
大
会

戦
争
の
無
い
平
和
な
世
界
を
！

近畿地方本部第２０回定期大会
客貨一体での運動の展開を！

機関紙コンクール：大賞



８
月
21
日
に
定
期
大
会
を
開

催
し
、
２
０
２
３
年
度
の
闘
う

方
針
を
確
立
し
た
。
西
日
本
本

部
か
ら
は
大
北
書
記
長
が
参
加

し
た
。

大
会
で
は
、
北
村
代
議
員
を

議
長
に
選
出
し
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。

討
論
で
は
、
乗
務
員
の
点
呼

ア
プ
リ
の
問
題
や
準
備
時
間
の

問
題
、
駅
の
職
場
実
態
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
勉
強
会
の
在
り
方
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
問
題
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
問
題
、
掲
示
板
の
問

題
、
み
ど
り
の
窓
口
廃
止
の
問

題
、
熱
中
症
対
策
の
問
題
、
要

員
不
足
の
問
題
な
ど
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
、
西
日
本
本
部
大

北
書
記
長
の
答
弁
、
青
柳
執
行

副
委
員
長
の
答
弁
を
受
け
、
吾

郷
書
記
長
が
集
約
を
行
な
っ
た
。

今
大
会
に
お
い
て
、
安
達
執

行
委
員
、
森
口
会
計
監
査
員
が

退
任
さ
れ
新
執
行
部
を
確
立
し

た
。
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
執
行
部
体
制

執
行
委
員
長

倉
下

文
明

執
行
副
委
員
長

青
柳

利
寿

書

記

長

吾
郷

隆
志

執
行
委
員

細
田

浩

会
計
監
査
員

中
原

昭
彦

会
計
監
査
員

藤
原

輝
明

９
月
９
日
に
定
期
大
会
を
開

催
し
、
一
年
間
の
総
括
と
向
こ

う
一
年
間
の
闘
う
運
動
方
針
を

確
立
し
た
。
西
日
本
本
部
か
ら

は
植
田
執
行
委
員
長
、
大
北
書

記
長
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
藤
江
代
議
員
を

議
長
に
選
出
し
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。

討
論
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
や
安

全
の
低
下
問
題
、
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
の
問
題
、
乗
務
員
の
点
呼

ア
プ
リ
問
題
や
準
備
時
間
の
問

題
、
体
調
不
良
申
告
者
を
そ
の

ま
ま
乗
務
さ
せ
た
問
題
、
要
員

不
足
の
問
題
、
遅
す
ぎ
る
明
け

時
間
問
題
、
低
す
ぎ
る
責
任
者

手
当
問
題
、
掲
示
板
に
つ
い
て
、

共
済
に
つ
い
て
、
労
働
条
件
の

改
善
、
組
織
拡
大
・
強
化
に
つ

い
て
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

今
大
会
に
お
い
て
、
天
野
執

行
委
員
長
、
三
宅
執
行
副
委
員

長
が
退
任
さ
れ
新
執
行
部
を
確

立
し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。

新
執
行
部
体
制

執
行
委
員
長

小
林

靖
浩

執
行
副
委
員
長

片
岡

有
宏

書

記

長

青
山

准
三

執
行
委
員

勝
田

哲
也

執
行
委
員

亀
高

裕
幸

執
行
委
員

小
林
裕
二
郎

会
計
監
査
員

西
原

浩

会
計
監
査
員

岡
本

岩
夫
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
世
の
中
を
！

ス
ト
ラ
イ
キ
で
要
求
を
勝
ち
取
ろ
う
！

駅の無人化反対！

地方ローカル線を守ろう！

岡山地方本部は８月１９日に「ローカル線切り捨て反対！

芸備線を守ろう！」とマイクで訴え、街宣・チラシ配布行
動を、新見市街地、備中神代、矢神駅前にて開催してきた。

行動には新見市の橋本議員も参加し、「芸備線・姫新線・

因美線を存続させていきたい。ローカル線沿線自治体の議
員連盟を発足し、存続させようと話し合いが始まった。国

鉄分割民営化の時に国は住民の足を残していくと約束した

にも関わらず、採算の見通しのないローカル線を切り捨て

ようとするひどいやり方を許すわけにはいかない。市民の
皆さん、移動手段、公共交通を残していく為にも力を合わ

せていきましょう」と訴えがあった。

８月２３日には島根県の丸山知事が「地方を含め日本を

鉄路で結ぶことがＪＲの存在意義だ。大量輸送しかやらな
いならＪＲは”Ｊ（ジャパン）”を使う資格はない」と指

摘した。

２０２４年問題もあり、トラックドライバーのなり手不
足により鉄路による物流輸送の確保が必要であり、自然災

害などがあっても物流ルートを確保できるように鉄路を守

るよう全国的に訴えていかなくてはならない。


